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議長に市川岩亀氏を選出、監査委員に土釡清氏を選任

決算審査の概要  令和6年度各会計決算を認定

9月定例会 議案審議の概要

第133 号

令和７年10月20日



　

　

•

火
災
発
生
の
報
告
に
つ
い
て

•

高
知
県
消
防
広
域
化
基
本
計
画
あ
り
方
検

　

討
会
の
実
施
に
つ
い
て

•

空
き
家
活
用
促
進
事
業
に
つ
い
て

•

移
住
者
の
状
況
に
つ
い
て

•

特
産
品
開
発
事
業
に
つ
い
て

•

学
校
法
人
日
本
女
子
大
学
と
の
相
互
協

　

力
に
よ
る
協
定
関
係
に
つ
い
て

•

大
阪
・
関
西
万
博　

高
知
県
主
催
祭
事

　

ブ
ー
ス
出
展
（
８
月
22

日
〜
23

日
）
に

　

つ
い
て

•

茅
葺
き
文
化
伝
承
事
業
に
つ
い
て

•

太
郎
川
公
園
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
完
成

　

に
つ
い
て

•

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
に
つ
い
て

•

敬
老
月
間
に
つ
い
て

•

健
診
結
果
説
明
会
事
業
に
つ
い
て

•
移
動
土
木
事
務
所
の
開
催
に
つ
い
て

•

梼
原
学
園
Ａ
Ｌ
Ｔ
パ
ト
リ
ッ
ク
先
生
退

　

任
に
つ
い
て

•

辞
令
交
付
に
つ
い
て　

８
月
１
日
付
辞
令　

　

会
計
管
理
者 

橋
田
淳
一
氏

•

９
月
１
日
の
選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
に
つ
い
て

　

登
録
者
数 

２
千
６
３
７
人

•

梼
原
町
開
発
振
興
計
画
審
議
会
の
開
催
に

　

つ
い
て

•

高
幡
障
害
者
支
援
施
設
組
合
全
員
協
議
会

　

の
開
催
に
つ
い
て

•

物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

　

交
付
金
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

町
長
は
︑
令
和
７
年
６
月
定
例
会
以

降
に
お
け
る
諸
般
の
行
政
報
告
に
つ
い

て
︑
次
の
項
目
を
報
告
し
た
︒︵
抜
粋
︶

行

政

報

告

行

政

報

告

行

政

報

告

行

政

報

告

●  

総
務
課
関
係

●  

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
関
係

●  

森
林
づ
く
り
脱
炭
素
推
進
課
関
係

●  

保
健
福
祉
課
関
係

行政報告を行う吉田町長

•

梼
原
学
園
Ａ
Ｌ
Ｔ
カ
ー
タ
ー
先
生
就
任

　

に
つ
い
て

•

高
幡
中
学
生
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て

•

梼
原
中
学
生
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て

•

令
和
７
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　

査
の
結
果
発
表
に
つ
い
て

•

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

　

に
つ
い
て

●  

環
境
整
備
課
関
係

●  

生
涯
学
習
課
関
係

　仲間地区の山頂から眼下に見下ろした

雲の上面がまるで波打つ大海原のように

遠くまで広がっている。気象条件が良くな

いと見ることができない一期一会の風景。

「雲の上の景色」

表紙写真の紹介

　

議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月

８
日
か
ら
12

日
ま
で
の
５
日
間

の
会
期
で
開
催
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

令
和
６
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
、
町
長
の
給
料
を
任
期
ま

で
の
３
ヶ
月
間
全
額
減
額
す
る

給
与
条
例
の
一
部
改
正
議
案
他

を
審
議
し
た
結
果
、
町
長
の
給

与
条
例
の
一
部
改
正
議
案
を
除

く
残
り
の
議
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
議
終
了
前
に
、
下
元

秀
俊
議
長
が
議
長
の
辞
職
願
を
提

出
、
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
市

川
岩
亀
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、
執
行
部
提
案
の
「
監

査
委
員
の
選
任
に
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
議
案
で

は
、
土
釡
清
氏
が
提
案
さ
れ
て

全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

● 
９
月
定
例
会
（
３
８
１
回
）
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９月定例会（381回） クローズUP
 議会の活動が3分でわかる!

議
会
議
員
は
住
民
の
信
頼
を
第
一
に
考
え
常
に
公
正
で

透
明
性
の
高
い
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要

持
続
可
能
な
林
業
振
興
の
た
め
新
た
な
森
林
づ
く
り
の

方
針
を
打
ち
出
し
林
産
業
の
発
展
に
取
り
組
む
べ
し

委
員
会
報
告

令
和
６
年
度 

各
会
計
決
算
を
認
定 

総
額
96
億
５
千
８
１
９
万
３
千
３
７
９
円

一
般
会
計

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

P４・P５P６～ P８P12P13

町
民
１
人
あ
た
り
１
万
円
の
商
品
券
給
付
に
か
か
る

生
活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
他

一
般
会
計
補
正
予
算
等
議
案
を
可
決

決
算
連
合
審
査
で
の
質
疑
応
答 

お
金
の
使
い
方
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
！

9
月
定
例
会
議
案
審
議

P９～ P1１

行
政
報
告

あ
と
が
き

P２

閉
会
中
の

所
管
事
務
調
査
事
項

P12

議
会
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

P14・P15

寄
付
の
お
礼

P12P16

議
会
活
動
報
告

P16

議

会

運

営

委

員

会 

委
員
長
　

土
釡  

　
清

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

西
川  

豊
正

目　次
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決算審査の様子

決算審査
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決
算
審
査

監
査
委
員

審
査
所
見
（
抜
粋
）

委
員
会

審
査
報
告
（
抜
粋
）

　

令
和
６
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
︑
全
会
計

合
わ
せ
て
96

億
５
千
８
１

９
万
３
千
３
７
９
円
︵
重

複
計
上
含
む
︶
に
の
ぼ
り
︑

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

に
付
託
し
審
査
を
行
っ
た
︒

　

議
会
初
日
に
代
表
監
査

委
員
か
ら
決
算
審
査
意
見

の
報
告
が
あ
り
︑
審
査
で

は
︑
各
課
ご
と
に
審
査
を

行
い
︑
委
員
長
か
ら
﹁
全

会
一
致
を
も
っ
て
認
定
す

べ
き
﹂
と
の
報
告
が
あ
り
︑

採
決
の
結
果
全
会
一
致
で

認
定
し
た
︒

　

⑴
人
材
育
成
と
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
︑
個
々

の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
よ
う
人
事
計
画
に

沿
っ
た
適
正
配
置
と
職
員

研
修
の
推
進
が
不
可
欠
で

あ
る
︒
職
員
一
人
ひ
と
り

の
ス
キ
ル
や
適
性
を
踏
ま

え
た
配
置
は
︑
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
業
務
効
率
の
向

上
に
繋
が
り
︑
計
画
的
・

継
続
的
な
研
修
は
専
門
性

の
向
上
と
組
織
全
体
の
底

上
げ
に
繋
が
る
と
と
も
に
︑

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
︑

職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
発
化
さ
せ
︑

互
い
に
尊
重
し
助
け
合
う

文
化
を
醸
成
し
︑
心
理
的

安
全
性
の
高
い
職
場
環
境

が
確
立
さ
れ
る
︒
病
気
休

暇
や
育
児
休
暇
の
取
得
者

が
安
心
し
て
休
め
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
そ
の

間
業
務
を
分
担
し
対
応
す

る
職
員
へ
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
︒
特
定
の
職
員
に

負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
に

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
︑
職

員
同
士
が
思
い
や
り
を
持

つ
こ
と
で
︑
休
暇
が
取
得

し
や
す
い
環
境
が
整
い
︑

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
が
実
現
す
る
も
の
と

考
え
る
︒

　

⑵
普
通
会
計
の
各
種
基

金
積
立
額
合
計
は
１
千
万

円
未
満
切
り
捨
て
で
︑
令

和
５
年
度
末
か
ら
５
億
５

千
万
円
減
少
し
77

億
９
千

万
円
と
な
り
︑
地
方
債
残

高
は
令
和
５
年
度
末
か
ら

１
億
６
千
万
円
増
加
し
82

億
２
千
万
円
と
な
っ
た
︒

従
っ
て
令
和
６
年
度
か
ら

地
方
債
残
高
が
基
金
積
立

金
を
上
回
る
こ
と
と
な
り
︑

今
後
更
に
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
が
増
大
す
る
見

込
み
で
あ
り
︑
更
に
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
財
政
力
指
数
が
令

和
６
年
度
見
込
み
０
・
14

で
︑
県
内
で
は
下
位
に
位

置
し
︑
自
主
財
源
が
乏
し

く
︑
引
き
続
き
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
︑
特

に
大
規
模
事
業
は
本
町
に

と
っ
て
真
に
必
要
な
事
業

か
ど
う
か
の
取
捨
選
択
を

し
︑
将
来
を
見
据
え
た
計

画
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
財
政
運
営
を
行
う
必
要

が
あ
る
︒

　

⑶
町
税
等
に
つ
い
て
︑

当
年
度
課
税
分
は
約
３
億

７
千
１
５
４
万
８
千
円
で

99
・
40

％
の
収
納
率
で
昨

年
度
よ
り
０
・
16

％
上
昇

し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
預

貯
金
差
押
え
や
戸
別
訪
問

の
実
施
等
︑
職
員
の
日
々

の
努
力
に
よ
り
高
い
収
納

率
と
な
っ
て
い
る
︒
今
後

も
引
き
続
き
滞
納
額
の
少

な
い
早
い
時
期
に
当
事
者

と
協
議
し
︑
滞
納
額
を
一

層
減
少
さ
せ
る
よ
う
更
な

る
努
力
を
期
待
す
る
︒

　

⑷
令
和
６
年
度
の
病
院

事
業
決
算
で
は
︑
延
べ
入

院
患
者
数
が
対
前
年
比
１

千
８
２
３
人
増
の
５
千
７

２
７
人
と
な
っ
た
︒
こ
れ

は
︑
患
者
が
安
心
し
て
最

適
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
︑
地
域
連
携
室
を
看

護
師
２
名
が
兼
務
し
︑
各

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

た
成
果
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
︒
一
方
︑
外
来
患
者
数

は
対
前
年
比
１
千
５
６
１

人
減
の
２
万
３
千
６
６
９

人
で
︑
人
口
の
自
然
減
少

が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
︒
今
後
も
人
口
減
少
は

進
む
と
予
想
さ
れ
︑
大
幅

な
患
者
数
の
増
加
は
見
込

め
ず
︑
厳
し
い
運
営
が
想

定
さ
れ
る
︒
今
後
︑
町
民

が
将
来
に
わ
た
り
心
身
と

も
に
健
康
で
豊
か
な
人
生

を
送
る
た
め
に
は
︑
梼
原

病
院
の
存
続
は
不
可
欠
で

あ
り
︑
地
域
医
療
の
拠
点

と
し
て
︑
近
隣
の
医
療
機

関
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
︑

広
域
的
な
視
点
で
運
営
す

る
こ
と
で
︑
病
院
の
維
持

存
続
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒

　

歳
出
決
算
額
に
つ
い
て

は
︑
目
的
に
添
い
︑
有
効

か
つ
効
率
的
な
事
業
展
開

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
︑

さ
ら
に
︑
そ
の
財
源
確
保

へ
向
け
た
最
善
の
取
り
組

み
が
で
き
て
い
た
こ
と
が

判
断
で
き
る
決
算
に
な
っ

て
い
る
︒
し
か
し
︑
脆
弱

な
自
主
財
源
力
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
変
わ
り
な
く
︑

今
後
も
︑
引
き
続
き
国
・

県
の
動
向
に
留
意
さ
れ
補

助
金
等
を
は
じ
め
と
す
る

歳
入
の
確
保
と
共
に
︑
歳

出
の
抑
制
に
も
努
め
︑
事

業
の
見
直
し
を
行
う
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
計
画
的

な
財
政
運
営
を
行
う
必
要

が
あ
る
︒

総額96億5,819万3,379円

令和6年度各会計決算を認定
一般会計

特別会計

公営企業会計
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町の貯金と借金の状況

衛生費 247,236 円総務費 436,041円

町民一人当たり
税金負担金額

93,034円

町民一人当たりの一般会計歳出決算額 1,927,691円        （人口 3,307人 令和2年国勢調査）

民生費 259,311円 商工費  32,632円農林水産費 180,253円

教育費 180,513円土木費 180,737円 消防費  53,496円 議会費      16,353円

公債費   257,416円

諸支出金  46,770円

災害復旧費 36,931円

町民一人当たりの負担金額及び目的別決算額

町の貯金と借金の状況

公共事業等債

防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債

災害復旧事業債

学校教育施設等整備事業債

一般単独事業債

辺地対策事業債

過疎対策事業債

減収補てん債

減税補てん債

臨時財政対策債

簡易水道対策債

辺地対策事業債

過疎対策事業債

下水道事業債（特環分）

下水道事業債（農集分）

過疎対策事業債

電気事業債

病院事業債

過疎対策事業債

普通
会計

会計 区　　分

合　　計

公債費額

病院
会計

簡水
事業
会計

下水道
事業
会計

電気

14,474

8,492

173,805

5,632

660,511

1,574,979

5,747,294

0

520

43,079

491,182

36,535

3,554

272,545

95,888

8,812

1,154,516

36,911

35,829

10,364,558

財政調整基金

減債基金

公共施設整備基金

保健文化社会福祉基金

森と水の文化のまちづくり基金

ゆすはら21夢・未来基金

維新の門顕彰基金

森林環境譲与税基金

まち・ひと・しごと創生基金

環境基金

土地開発基金

肉用牛育成基金

財政調整基金

高額医療費貸付基金

財政調整基金

減債積立金

修繕費積立金

普通
会計

積立
基金

会計 区　　分

令和6年度末基金（貯金）の状況　　（単位：千円）

合　　計

基金額

定額
運用
基金

国保

介護

病院

895,483

877,682

1,974,235

2,071,991

757,672

901,752

3,283

86,091

21,957

3,622

149,478

49,954

69,893

6,989

102,188

122,605

60,000

8,154,875

令和6年度末公債費（借金）の状況　　（単位：千円）



管
理
に
困
る
空
き
家
を

売
り
た
い
・
貸
し
た
い

家
族
で
住
め
る
家
を

買
い
た
い
・
借
り
た
い

空き家バンクとは

登録 問合せ

募集 情報
発信

　

移
住
定
住
空
き
家
改
修
事
業
は
減
少
傾
向
で
、

物
件
不
足
が
課
題
で
あ
る
。
古
民
家
を
自
ら
改
修

し
て
住
む
ニ
ー
ズ
も
あ
る
た
め
、
空
き
家
の
再
調

査
を
実
施
し
、
情
報
発
信
や
事
例
紹
介
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

空
き
家
は
増
加
し
て
い
る
が
老
朽
化
や
改
修

費
高
騰
で
事
業
の
活
用
は
難
し
い
場
合
が
多
い
︒

空
き
家
バ
ン
ク
は
売
買
・
賃
貸
ど
ち
ら
も
可
能

で
︑
要
件
緩
和
に
よ
り
登
録
拡
大
を
図
っ
て
い

る
︒
調
査
は
10

年
以
上
前
の
た
め
再
調
査
を
検

討
し
︑
周
知
強
化
や
古
民
家
活
用
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
む
︒

　

光
ネ
ッ
ト
の
ケ
ー
ブ
ル
に
ツ
タ
な
ど
が
絡
み

損
傷
の
恐
れ
が
あ
る
。
高
齢
者
中
心
の
地
域
で

は
対
応
困
難
な
た
め
、
町
で
支
障
木
処
理
を
検

討
で
き
な
い
か
。

 　

従
来
は
障
害
発
生
時
の
み
対
応
し
て
い
た

が
︑
梼
原
町
森
林
組
合
と
巡
回
体
制
を
協
議
中
︒

人
員
確
保
等
の
課
題
は
あ
る
が
︑
来
年
度
か
ら

継
続
的
に
支
障
木
整
理
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
︒

　

梼
原
に
住
ん
で
い
た
だ
く
、
そ
し
て
そ
れ
を

拡
大
す
る
よ
う
な
方
法
、
取
り
組
み
方
を
是
非

し
て
ほ
し
い
。

 　

人
口
減
少
対
策
や
若
者
定
住
対
策
も
含
め
ま

ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
が
所
管
に
な
る
が
︑
町

と
し
て
は
関
東
圏
︑
関
西
圏
で
の
移
住
定
住
Ｐ

Ｒ
で
あ
っ
た
り
︑
空
き
家
改
修
事
業
等
様
々
な

施
策
を
展
開
し
て
き
て
お
り
︑
移
住
さ
れ
て
き

た
方
々
が
定
着
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
︒

令
和
６
年
度 

決
算
審
査
で
の
質
疑
（
抜
粋
）

決算審査
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A

総
務
課

A

総
務
課

Q

下
元  
秀
俊

Q

西
川  

慶
男

総
務
課
関
係

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
数
の
増
加
状
況
と

本
年
度
の
目
標
数
、
更
に
寄
付
金
額
の
目
標
額

を
伺
う
。

 　

返
礼
品
は
１
０
９
品
で
昨
年
比
13

品
増
︒
寄

付
は
前
年
の
倍
増
ペ
ー
ス
で
推
移
し
︑
目
標
は
２

千
５
０
０
万
円
︒

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

Q

下
元  

秀
俊

　

町
内
で
耕
作
放
棄
地
が
増
え
担
い
手
も
不
足
。

地
域
計
画
を
基
に
、
今
後
農
地
や
農
業
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。
行
政
が
積
極
的
に
区
や
住

民
と
協
議
し
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
方
針
を
問
う
。

 　

農
業
者
１
５
０
人
に
調
査
を
行
い
半
数
が
10

年
継
続
困
難
と
回
答
︒
課
題
は
水
路
整
備
や
担

い
手
不
足
で
あ
り
︑
耕
作
放
棄
地
は
復
旧
困
難
︒

地
域
計
画
は
完
成
後
も
随
時
改
訂
し
︑
国
の
共

同
利
用
補
助
を
活
用
し
つ
つ
︑
地
域
の
声
を
継

続
的
に
反
映
し
て
方
針
を
協
議
・
推
進
す
る
︒

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

Q

下
元  

秀
俊

　

町
内
路
線
バ
ス
委
託
料
に
つ
い
て
、
高
陵
交
通

松
原
線
最
終
便
の
帰
り
が
回
送
車
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
時
間
帯
、
中
心
部
へ
の
移
動
手
段
と
し

て
地
域
住
民
に
と
っ
て
利
用
で
き
れ
ば
便
利
な
便

で
あ
る
。
町
委
託
運
行
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
な
い

か
問
う
。

 　

最
終
的
な
判
断
は
高
陵
交
通
の
経
営
判
断
と

な
る
が
︑
必
要
と
の
声
が
上
が
れ
ば
梼
原
町
地
域

公
共
交
通
会
議
に
図
り
︑
高
陵
交
通
に
お
願
い
し

て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
︒

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

Q

市
川  

岩
亀

Q

下
元  

秀
俊

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
関
係

お
金
の
使
い
方
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
！

　

委
託
料
（
設
計
業
務
・
Ｐ
Ｒ
事
業
・
産
業
担
い

手
塾
・
パ
ン
フ
製
作
・
特
産
品
魅
力
化
等
）
は

妥
当
か
？

 　

事
業
内
容
に
沿
っ
た
必
要
経
費
で
妥
当
︒

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

Q

來
米 

豊
史 空き家所有者 移住定住希望者

梼原町空き家バンク



きつつき学習館2階のおもちゃの部屋

　

木
の
お
も
ち
ゃ
製
作
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

町
産
材
で
製
作
納
品
し
令
和
６
年
度
か
ら
県
補

助
事
業
が
廃
止
、
町
単
独
事
業
と
し
て
継
続
し

て
い
る
内
容
。
委
託
先
は
町
外
企
業
で
２
０
０

万
円
近
い
費
用
と
な
っ
て
い
る
。
町
内
で
趣
味

と
し
て
い
る
人
な
ど
に
依
頼
し
生
き
が
い
や
地

域
活
性
化
に
繋
げ
る
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 　

既
に
令
和
７
年
度
事
業
で
も
契
約
済
︒
町
外

企
業
へ
の
委
託
理
由
は
子
ど
も
に
安
全
な
特
殊

塗
料
や
作
品
に
お
い
て
の
安
全
安
心
の
実
績
も

含
め
業
者
選
定
を
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
き
つ
つ

き
学
習
館
２
階
の
お
も
ち
ゃ
の
部
屋
は
整
備
が

整
い
令
和
７
年
度
の
事
業
で
最
終
と
も
考
え
て

い
る
が
︑
今
後
木
工
製
品
や
建
具
の
修
正
な
ど

が
生
じ
た
際
に
は
︑
町
内
の
事
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
も
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
︒

　

森
林
組
合
の
製
材
加
工
停
止
に
よ
る
影
響
や

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
費
用
の
負
担
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま

た
森
林
づ
く
り
の
方
向
性
を
再
確
認
し
、
全
国
植

樹
祭
で
梼
原
町
が
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
参
加
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 　

加
工
部
門
停
止
は
町
産
材
利
用
に
影
響
す
る

た
め
補
助
制
度
見
直
し
等
が
必
要
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
︒
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
費
用
の
負
担
は
重
い
が

関
係
者
と
協
議
を
継
続
︒
森
林
づ
く
り
は
事
業

者
や
住
民
と
連
携
し
て
進
め
る
︒
全
国
植
樹
祭
は

メ
イ
ン
会
場
は
困
難
だ
っ

た
が
︑
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

と
し
て
参
加
し
Ｐ
Ｒ
の
場

と
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
︒

　

畜
産
業
全
体
の
今
後
の
見
通
し
な
ど
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

畜
産
の
動
向
は
︑
依
然
と
し
て
飼
料
代
が
高

止
ま
り
傾
向
で
︑
枝
肉
価
格
も
変
動
し
様
々
な

不
安
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
今
後
に
お
い

て
も
そ
の
動
向
に
注
視
し
︑
し
っ
か
り
畜
産
振

興
に
取
り
組
む
︒
ま
た
本
町
の
畜
産
は
︑
津
野

山
畜
産
公
社
が
中
枢
を
担
い
な
が
ら
︑
町
内
畜

産
農
家
へ
の
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
︑
ま
た
高

原
畜
産
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
な
が
ら
よ
り
良

い
牛
が
こ
の
地
域
内
で
循
環
す
る
取
り
組
み
の

振
興
を
図
る
︒

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
入
れ
て
い
る
家
庭
は

町
内
で
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
具
体
的
な
利

用
状
況
は
。

 　

訪
問
介
護
は
10

年
前
の
年
間
１
千
８
０
０
件

か
ら
現
在
８
０
０
件
未
満
に
減
少
︒
ヘ
ル
パ
ー

は
正
職
２
名
と
パ
ー
ト
で
対
応
中
だ
が
体
制
は

ぎ
り
ぎ
り
︒
介
護
３
以
上
を
在
宅
で
介
護
す
る

家
庭
は
実
人
数
16
世
帯
で
あ
る
︒

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
林
業
に
特
化
し
た

課
（
森
林
の
文
化
創
造
推
進
課
↓
森
林
づ
く
り

脱
炭
素
推
進
課
）
を
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
総
括
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

 　

森
林
の
文
化
創
造
推
進
課
を
立
ち
上
げ
た
際
︑

ソ
フ
ト
戦
略
や
イ
メ
ー
ジ
戦
略
な
ど
︑
森
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
が
で
き
形
に

な
り
林
業
従
事
者
も
確
実
に
増
加
し
た
︒
ま
た

実
際
の
材
と
し
て
の
経
済
価
値
を
高
め
て
い
く

よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
︒

A

町
　
長

Q

西
川  

慶
男

森
林
づ
く
り
脱
炭
素
推
進
課
関
係

　

セ
ニ
ア
カ
ー
の
充
電
場
所
に
つ
い
て
、
ど
こ

か
一
定
の
場
所
で
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
セ
ニ
ア
カ
ー
に
対
す
る

支
援
策
は
。

 　

緊
急
時
に
は
︑
役
場
や
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対

応
す
る
︒

　

セ
ニ
ア
カ
ー
自
体
︑
長
距
離
移
動
を
想
定
し
て

お
ら
ず
︑
長
距
離
移
動
に
よ
っ
て
危
険
も
伴
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
︑
利
用
方
法
な
ど
し
っ
か
り
周
知

し
て
い
き
た
い
︒
支
援
策
に
つ
い
て
は
︑
購
入
に

対
し
て
９
割
補
助
が
あ
る
︒︵
２
万
７
千
円
上
限
︶

　

一
般
的
に
セ
ニ
ア
カ
ー
に
急
速
充
電
機
能
は
な

い
の
で
は
な
い
か
︒

　

充
電
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
︑
予
備
の
バ
ッ

テ
リ
ー
を
備
え
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
︒

Q

西
川  

慶
男

保
健
福
祉
課
関
係
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決算審査

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

Q

西
川  

慶
男

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課

　

費
用
対
効
果
と
総
合
的
な
効
果
は
あ
る
か
？

 　

Ｐ
Ｒ
事
業
は
売
上
約
60

万
円
︑
担
い
手
塾
や

パ
ン
フ
も
Ｐ
Ｒ
効
果
あ
り
︒
特
産
品
魅
力
化
は

新
商
品
開
発
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
寄
与
︒
全

て
十
分
な
効
果
が
で
て
い
る
︒

Q

來
米 

豊
史

A

森
林
づ
く
り
脱
炭
素
推
進
課

A

森
林
づ
く
り
脱
炭
素
推
進
課

Q

下
元  

秀
俊

Q

藤
原
　
伸

A

保
健
福
祉
課

A

町
　
長

A

保
健
福
祉
課

Q

下
元  

秀
俊

A

町
　
長

　

高
原
ま
つ
り
は
参
加
者
が
減
少
傾
向
。
高

校
生
や
企
業
も
巻
き
込
み
、
地
域
全
体
で
盛

り
上
げ
る
仕
組
み
を
求
め
た
い
。

　

祭
り
は
商
工
会
を
中
心
に
実
行
委
員
会
が
運

営
︒
今
後
は
企
業
や
高
校
生
に
も
正
式
に
参
加

を
依
頼
し
︑
連
携
強
化
を
検
討
す
る
︒

Q

下
元  
秀
俊



　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新
）

の
効
果
と
今
の
成
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　

授
業
・
家
庭
学
習
で
日
常
的
に
活
用
︒
調
べ

学
習
や
自
主
学
習
の
姿
勢
が
向
上
︒
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
︑
学
力
向

上
に
も
寄
与
︒
十
分
な
効
果
が
出
て
い
る
︒
今

後
は
教
員
の
指
導
方
法
や
研
修
も
含
め
て
大
事

に
な
っ
て
く
る
︒

　

診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
非
常
に
厳
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
、
地
域
医
療
の
必
要
性
は
十

分
理
解
し
て
い
る
。
今
後
健
全
財
政
の
方
向
性

に
導
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
に

な
っ
て
く
る
が
今
後
の
見
通
し
は
。

 　

両
診
療
所
と
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
︒
外
来
患
者
数
が
１
日
平
均
１
桁
台
と
な
っ

て
お
り
︑
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
収
支
を

合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

た
だ
両
診
療
所
と
も
特
定
の
患
者
の
ニ
ー
ズ
も

あ
る
と
い
う
の
も
確
か
で
今
後
に
お
い
て
は
訪

問
診
療
︑
遠
隔
診
療
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
︒

A

梼
原
病
院

Q

西
川  

慶
男

病
院
・
診
療
所
関
係

　

本
町
に
お
け
る
土
木
公
共
工
事
の
現
状
と
見

通
し
は
。

 　

毎
年
︑
各
行
政
懇
談
会
等
で
要
望
を
聞
き
必

要
な
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
予
算
要
求
し

て
い
る
︒
現
在
は
国
土
強
靭
化
事
業
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
お
り
新
た
な
路
線
の
改
良
事
業
と
い

う
の
は
採
択
が
難
し
い
状
況
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
︑
住
民
の
皆
さ
ん
が
し
っ
か
り
町
に
定
着

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

A

環
境
整
備
課

Q

西
川  

慶
男

Q

下
元  

秀
俊

Q

來
米  

豊
史

Q

來
米  

豊
史

Q

藤
原
　
伸

Q

藤
原
　
伸

Q

來
米  

豊
史

環
境
整
備
課
関
係

　

梼
原
高
校
は
１
１
９
人
の
生
徒
を
確
保
し
て

い
る
が
、
高
校
再
編
や
競
争
の
中
で
存
続
に
は

一
層
の
魅
力
化
が
必
要
。
町
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。

 　

現
行
の
魅
力
化
事
業
を
継
続
し
つ
つ
︑
県
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
留
学
制
度
を
活
用
し
︑
県
外
生
も
確

保
︒
学
校
・
町
・
関
係
者
が
戦
略
的
に
連
携
し
︑

中
学
校
訪
問
な
ど
で
積
極
的
に
募
集
活
動
を
行

い
︑
梼
原
高
校
の
魅
力
発
信
を
強
化
す
る
︒

 　

行
き
た
く
な
る
︑
行
か
せ
た
く
な
る
高
校
を
目

指
し
︑
生
徒
に
力
を
つ
け
地
域
社
会
に
役
立
つ
人
材

を
育
成
し
た
い
︒
部
活
動
や
学
力
成
果
も
伸
び
て
お

り
底
力
が
つ
い
て
い
る
︒
校
長
と
密
に
協
議
し
︑
町

と
し
て
で
き
る
支
援
を
今
後
も
続
け
て
い
く
︒

生
涯
学
習
課
関
係

決算審査
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決
算
全
体
に
つ
い
て
、
財
政
余
力
減
、
町
税

減
少
、
扶
助
費
増
な
ど
課
題
へ
の
対
応
は
。

　

事
業
の
見
直
し
が
必
要
︒

　

図
書
館
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
製
作
委
託
料
に

関
し
て
、
仕
入
額
１
８
０
万
円
弱
で
売
上
が
80

万
円
弱
。
過
剰
在
庫
と
も
言
え
る
状
態
。
返
品

現
金
化
で
き
な
け
れ
ば
経
費
圧
迫
の
要
因
と
も

な
る
。
在
庫
状
況
に
応
じ
て
発
注
調
整
を
し
て

い
る
の
か
。

　

在
庫
は
あ
る
が
︑
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
売
れ
て

お
り
︑
途
中
で
な
く
な
っ
て
も
困
る
た
め
︑
７

年
度
も
３
種
類
と
も
発
注
し
て
い
る
︒

　

補
足
と
し
て
在
庫
状
況
を
見
な
が
ら
発
注
は

し
て
い
る
︒
た
だ
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
１
千
個
頼

め
ば
多
少
で
も
安
く
な
る
商
品
が
あ
る
た
め
︑

発
注
の
量
と
値
段
を
見
な
が
ら
発
注
し
て
い
く

形
に
な
る
︒

　

中
高
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
関
し
て
、
今

期
は
委
託
料
５
０
０
万
円
の
人
材
が
不
在
で
あ
っ

た
が
、
低
予
算
で
他
の
手
段
が
あ
る
の
な
ら
今
後

も
不
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
再
び
雇
用
す
る
な
ら

委
託
料
を
減
額
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に
着
任
︒
高
校
と
関
わ

り
な
が
ら
生
徒
募
集
な
ど
を
再
び
行
っ
て
い
る
︒

　

新
た
に
不
登
校
対
策
に
も
踏
み
込
み
梼
原
学
園

と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
活
動
し
て
い
る
︒
委
託

金
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
対
価
も
含
め
時
間
単
価
や

経
費
を
計
算
し
た
契
約
で
あ
る
︒

　

教
育
費
委
託
料
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
保
守
92

万

円
、
未
来
の
教
室
４
５
９
万
円
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
１
千
９
１
４
万
円
な
ど
）
の
金
額
は
妥
当

か
。

　

全
て
必
要
な
事
業
で
あ
り
︑
金
額
も
事
業
内

容
に
沿
っ
た
妥
当
な
委
託
料
︒

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
観
光
協
会
に
運
営
委
託

し
て
い
る
が
︑
団
体
観
光
客
の
入
館
促
し
は
十

分
に
出
来
て
い
な
い
こ
と
は
認
識
︒
観
光
協
会

と
協
議
し
︑
入
館
促
し
を
推
進
す
る
︒

A

教
育
長

A

生
涯
学
習
課

Q

藤
原
　
伸

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
維
持
費
用
が
数
百
万
円

に
対
し
、
入
館
収
入
が
約
20

万
円
弱
。
事
務
報

告
書
に
は
龍
馬
脱
藩
の
道
の
周
辺
歴
史
資
源
と

組
み
合
わ
せ
た
歴
史
観
光
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
が
重
要
に
な
る
と
明
記
し
て
い
る
。
図
書
館

と
も
連
携
し
入
館
を
促
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A

町
　
長

A

教
育
長

A

生
涯
学
習
課

A

生
涯
学
習
課

A

生
涯
学
習
課

A

生
涯
学
習
課

A

教
育
長

A

町
　
長



提
案
さ
れ
審
議
し
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
の
概
要

（※

質
疑
は
抜
粋
）

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

専
決
処
分

　

合
計
１
億
３
千
４
８
７
万
４
千
円
を
追
加
し
︑
そ
の

総
額
を
60
億
５
千
６
０
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の
︒

〈
主
な
補
正
内
容
〉

●  

総
務
費     　
　
　
　
　

４
千
８
１
０
万
３
千
円

旅
費
法
の
改
正
に
伴
う
例
規
整
備
支
援
委
託
料
︑

申
請
件
数
の
追
加
に
よ
る
集
落
環
境
整
備
事
業
補

助
金
︑
梼
原
あ
ん
し
ん
光
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
無
停
電

電
源
装
置
更
新
に
伴
う
委
託
料
︑
食
料
や
燃
料
等

の
物
価
高
騰
に
対
す
る
町
民
へ
の
生
活
支
援
と
し
て

町
民
一
人
あ
た
り
１
万
円
の
商
品
券
給
付
に
係
る
生

活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
委
託
料
の
増
額
他

●  
民
生
費     　
　
　
　

      　

５
６
６
万
９
千
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
施
行
に
伴
う
後

期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
︑
障
害
者

福
祉
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
追
加
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
の
増
額
他

●  

衛
生
費    　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
９
３
万
円

申
請
件
数
の
追
加
に
よ
る
飲
料
水
供
給
施
設
補
助

金
の
増
額
他

●  

農
林
水
産
業
費           
４
千
１
９
１
万
８
千
円

申
請
件
数
の
追
加
に
よ
る
農
業
基
盤
整
備
等
事
業

補
助
金
︑
神
在
居
地
区
の
棚
田
保
全
の
た
め
の
機

　

８
月
28

日
付
を
も
っ
て
﹁
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書
等
は
︑
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
に

処
理
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
計
数
は
正
確
で
あ
り
︑
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
も
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

た
︒
ま
た
︑
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計
数
は
正

確
で
あ
り
︑
設
置
の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
に
運
営
管
理
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
︒
﹂
と
の
意
見
書
を
い
た

だ
い
た
の
で
認
定
を
お
願
い
す
る
も
の
︒

議

案

審

議

の

概

要

9月
定例会

械
格
納
庫
建
設
に
係
る
集
落
営
農
活
性
化
推
進
事

業
費
補
助
金
及
び
敷
地
整
備
に
係
る
工
事
請
負
費

の
増
額
他

●  

土
木
費　
　
　

     　
　

 　

   

３
千
７
７
４
万
円

下
水
道
事
業
で
の
修
繕
費
増
額
に
係
る
下
水
道
事

業
会
計
操
出
金
︑
県
単
事
業
で
あ
る
が
け
く
ず
れ

住
家
防
災
対
策
事
業
の
件
数
追
加
に
よ
る
工
事
請

負
費
及
び
町
単
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対
策
事
業

補
助
金
の
増
額
他

●  

教
育
費　

     　
　
　
　

    

▲
２
３
１
万
３
千
円

奨
学
資
金
貸
付
者
の
確
定
に
よ
る
奨
学
資
金
貸
付

金
の
増
額
︑
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
﹁
ゆ
す
ゆ
す
﹂

の
第
二
号
棟
と
し
て
活
用
を
見
込
ん
で
い
た
越
知

面
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
︑
使
用
予
定
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
謝
金
・
調
理
業
務
委
託
料
の
減
額

他

※

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

か
ら
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
ま
で
の

説
明
は
省
略
す
る
︒
議
案
一
覧
と
議
員
賛
否
状
況
を

参
照
︒

可
　
決

全
員
賛
成

認
　
定

全
員
賛
成

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〈
主
な
補
正
内
容
〉

　

開
発
審
議
会
の
委
員
報
酬
の
増
額
及
び
国
会
議
員

の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
︑
参
議
院
議
員
総

選
挙
及
び
町
長
選
挙
に
お
け
る
投
票
管
理
者
等
の
報

酬
の
改
正
他
を
専
決
処
分
し
た
も
の
︒

　

合
計
67

万
２
千
円
を
増
額
し
総
額
を
59

億
２
千
１

１
６
万
４
千
円
と
す
る
も
の
︒

承
　
認

全
員
賛
成

　

最
近
に
お
け
る
物
価
高
騰
の
変
動
︑
選
挙
の
執
行

状
況
等
を
考
慮
し
︑
選
挙
の
円
滑
な
執
行
を
図
る
こ

と
と
し
た
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
７
年

６
月
４
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
︑
条
例
中
関
連

す
る
条
項
の
改
正
を
７
月
１
日
付
で
専
決
処
分
し
た

も
の
︒

承
　
認

全
員
賛
成

9月（2025年）定例会

（ 9 ） 四万十源流 No.133

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
６
年
度
梼
原
町
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

町民1人あたり1万円の商品券給付にかかる
生活支援臨時特別給付金事業他
一般会計補正予算等議案を可決



　

２
期
８
年
、
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。
町

長
が
退
任
し
た
後
、
そ
の

金
額
を
寄
付
す
る
と
い
う

方
法
も
一
つ
。
職
員
が
一

致
団
結
し
て
危
機
的
な
状

況
を
今
日
ま
で
支
え
て
き

た
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う

方
法
で
対
応
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

休
む
権
利
は
あ
る
が
、
多
忙
を
理
由
に
申
し
出
が
し

に
く
い
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
場
面
は
避
け
る
べ

き
。
気
軽
に
休
暇
届
が
出
せ
る
環
境
や
急
な
病
院
へ
の

付
き
添
い
を
含
め
早
退
を
気
軽
に
で
き
る
環
境
は
整
っ

て
い
る
の
か
。

 　

法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
︑
職
員
に
対
し
て
し
っ
か
り

と
周
知
を
し
て
い
き
た
い
︒

Q

藤
原
　
伸

A

町
　
長

　

町
民
が
求
め
る
の
は
長
期
的
な
経
費
の
削
減
・
節
約

で
あ
り
、
単
発
的
な
報
酬
カ
ッ
ト
で
は
な
い
。
報
酬
を

カ
ッ
ト
し
今
後
の
財
政
に
関
し
て
節
約
す
る
仕
掛
け
に

な
っ
た
ら
良
い
と
発
言
し
た
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

歳
出
の
削
減
に
つ
な
が
る
の
か
。

 　

報
酬
減
額
は
４
月
か
ら
考
え
思
い
が
あ
っ
た
が
︑
調
整
に

時
間
を
要
し
︑
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
︒
財
政

厳
し
い
中
我
が
身
を
削
る
こ
と
で
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
事

業
見
直
し
や
必
要
性
に
つ
い
て
︑
一
定
の
理
解
︑
議
論
が
高

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
住
民
自
ら
が
で
き
る

こ
と
は
や
る
と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
く
る
事
も
望
む
︒
ま

ず
は
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
事
に
な
れ
ば
と
考
え
た
︒

　

町
の
財
政
調
整
に
お
い
て
は
結
果
や
評
価
が
必
ず
つ

き
ま
と
う
。
先
程
の
答
弁
で
は
期
待
論
を
理
由
に
賛
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 　

こ
の
件
に
関
し
て
は
私
の
思
い
で
あ
り
︑
具
体
的
に

結
果
を
生
む
も
の
で
は
な
い
が
︑
こ
れ
を
機
に
皆
が
今

後
の
行
く
末
を
議
論
す
る
仕
掛
け
に
な
れ
ば
有
難
い
︒

Q

藤
原
　
伸

A

町
　
長

Q

藤
原
　
伸

A

町
　
長

　

残
さ
れ
た
任
期
が
ま
だ
３
ヶ
月
あ
り
、
様
々
な
課
題

も
山
積
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
み
、
新
町
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
町

長
と
し
て
の
責
任
で
あ
る
。
今
回
の
提
案
は
前
例
に
も

な
る
し
、
事
例
と
し
て
残
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

 　

私
の
後
任
と
し
て
就
任
さ
れ
る
執
行
部
等
々
︑
皆
さ

ん
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
あ

り
︑
前
例
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
︒
そ
う
い
っ
た
中
で
︑
残
さ
れ
た
３
ヶ

月
の
任
期
に
つ
い
て
は
︑
当
然
町
長
と
し
て
の
責
務
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
い
く
︒

Q

西
川  

慶
男

A

町
　
長

西
川  

慶
男

私
は
こ
う
い
う
理
由
で
反
対
で
す
！

9月（2025年）定例会
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そ 

の 

他

　

人
事
院
規
則
及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
︑
関
係
す
る
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
︒

可
　
決

全
員
賛
成

否
　
決

賛
成
少
数

可
　
決

全
員
賛
成

　

人
事
院
規
則
及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
︑
関
係
す
る
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
︒

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

全
員
賛
成

　

備
品
購
入
契
約
の
締
結
を
行
い
た
く
︑
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
︑
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
︒

備
品
購
入
契
約
に
つ
い
て
（
庁
内
事
務
用

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
）
）

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
及
び
そ
の

後
の
物
価
高
騰
等
と
町
民
に
と
っ
て
厳
し
い
生
活
状
況
が
続
い
て

梼
原
町
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

い
る
一
方
︑
本
町
の
財
政
に
つ
い
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
︑
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
共
に
︑
今
後
の
財

政
再
建
に
向
け
て
自
ら
の
身
を
削
ら
な
い
限
り
町
の
行
財
政
改

革
は
︑
職
員
は
じ
め
町
民
の
皆
様
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

判
断
し
た
こ
と
か
ら
︑
次
期
町
長
に
バ
ト
ン
を
渡
す
前
の
こ
の
時

期
に
10

月
１
日
か
ら
残
任
期
間
の
12

月
20

日
ま
で
の
間
に
お
け

る
町
長
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
︑
１
０
０
分
の
１
０
０
を
減
じ
る

も
の
︒



1 2 3 4 5 6 7 8
審

議

結

果

議案
番号

議　　案　　名
西

川

慶

男

市

川

岩

亀

土

釜

　

清

下

元

秀

俊

西

川

豊

正

森

田

呂

弥

來

米

豊

史

藤

原

　

伸

（賛成〇、反対×、議長は裁決に加わらない）9月 定例会（第381回）

私は です

議案一覧と議員賛否状況

第46 号

第47 号

第48 号

第49 号

第 50 号

第 51 号

第 52 号

第 53 号

第 54 号

第 55 号

第 56 号

第 57 号

第 58 号

専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度梼原町一般会計補正予算（第２号））

専決処分の承認を求めることについて
（投票管理者等の報酬に関する条例の一部を改正する条例）

令和７年度梼原町一般会計補正予算（第３号）
総額を６０億５千６０３万８千円にしようとするもの

令和７年度梼原町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
総額を５億２千５７１万２千円にしようとするもの

令和７年度梼原町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
総額を５億５千８８２万９千円にしようとするもの

令和７年度梼原町下水道事業会計補正予算（第１号）
総額を１億４１４万７千円にしようとするもの

令和７年度梼原町病院事業会計補正予算（第１号）
総額を６億５千７０４万１千円にしようとするもの

令和６年度梼原町各会計歳入歳出決算の認定について
一般会計、６特別会計、４事業会計の決算

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

梼原町長等の給料及びその他の給与並びに
旅費支給条例の一部改正について

備品購入契約について
（庁内事務用デスクトップ型パソコン（LGWAN系））

監査委員の選任に付き同意を求めることについて

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

認定

可決

可決

否決

可決

同意

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

× × × × － ○ × ×

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － － ○

9月（2025年）定例会
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行
政
間
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入
に
よ
る
各
種
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

 　

基
本
的
に
は
全
国
各
地
の
自
治
体
が
国
に
よ
る
一
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
統
一
を
図
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
が
実
現
し
安
価
な
経
費
に
繋
げ
る
と
い
う
も
の
︒
住

民
に
と
っ
て
今
の
こ
の
標
準
化
だ
け
で
は
便
利
に
は
な

ら
な
い
が
︑
今
後
各
種
申
請
に
お
い
て
役
場
窓
口
以
外

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
コ

ン
ビ
ニ
や
郵
便
局
な
ど
で
発
行
で
き
る
点
は
︑
住
民
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
︒

Q

藤
原
　
伸

A

総
務
課
長

同
　
意

全
員
賛
成

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
︑
町
長
か
ら
土

釜
清
氏
を
選
任
す
る
旨
提
案
が
あ
り
︑
満
場
一
致
で
同
意
し
た
︒

監
査
委
員
の
選
任
に
付
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

報
告
事
項

令
和
６
年
度
梼
原
町
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
梼
原
町
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

ゆ
す
は
ら
ペ
レ
ッ
ト
株
式
会
社
の
経
営
状
況
の

説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
津
野
山
畜
産
公
社
の
経
営
状
況

の
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

ゆ
す
は
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
の
経
営
状
況

の
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て



　

私
達
議
員
は
︑
住
民
の
信
託

を
受
け
て
公
務
に
あ
た
る
た

め
︑
高
い
倫
理
観
と
責
任
感
が

不
可
欠
で
あ
る
︒
こ
の
調
査
活

動
を
通
じ
て
︑
公
私
混
同
の
防

止
︑
利
益
誘
導
の
排
除
︑
情
報

公
開
な
ど
︑
議
員
と
し
て
守
る

べ
き
倫
理
規
範
を
再
確
認
し
︑

住
民
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
︑
公
正
で
透
明
性
の
高
い

政
治
活
動
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
す
る
︒

　

下
元
議
長
の
主
導
の
も
と
︑

議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
出
席

者
全
員
で
確
認
し
た
︒
内
容
は
︑

法
律
と
条
例
の
遵
守
︑
政
治
倫

理
の
維
持
︑
説
明
責
任
に
つ
い

て
︑
ま
た
法
令
違
反
が
も
た
ら

す
問
題
点
︑
有
権
者
が
求
め
る

議
員
像
に
つ
い
て
改
め
て
共
有

し
た
︒
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す

る
行
為
の
主
な
事
例
に
つ
い
て

は
︑
買
収
と
利
害
誘
導
に
つ
い

て
︑
事
前
運
動
の
禁
止
︑
ま
た

選
挙
妨
害
な
ど
に
つ
い
て
確
認

を
行
っ
た
︒

た
︒
本
研
修
を
通
じ
て
︑
私
達

は
住
民
の
信
頼
を
第
一
に
考

え
︑
常
に
公
正
で
透
明
性
の
高

い
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
︒
こ
の
学

び
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
︑

住
民
に
求
め
ら
れ
る
議
員
像
を

体
現
し
て
い
く
こ
と
が
︑
私
た

ち
の
責
務
で
あ
る
と
改
め
て
確

認
し
た
︒
以
上
報
告
と
す
る
︒

構
成
委
員

議
会
運
営
委
員
会

　

副
委
員
長　

市
川 

岩
亀

　

委　
　

員　

藤
原　

 

伸

　

委　
　

員　

來
米 

豊
史

　

委　
　

員　

西
川 

豊
正

　

委　
　

員　

西
川 

慶
男

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　
　

下
元 

秀
俊

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　
　

森
田 

呂
弥

調
査
の
目
的

及
び
内
容

︻
主
な
確
認
事
項
︼

 

政
治
倫
理
の
維
持
と

 

法
令
遵
守

　

法
律
と
条
例
の
遵
守
を
徹
底

し
︑
政
治
家
と
し
て
の
倫
理
を

常
に
高
く
保
つ
こ
と
の
重
要
性

の
確
認
︒

 

公
私
混
同
の
防
止
、

 

利
益
誘
導
の
排
除
、

 

説
明
責
任
を
果
た
す

 

こ
と
の
必
要
性

　

法
令
違
反
が
︑
い
か
に
住
民

の
信
頼
を
損
な
い
︑
政
治
活
動

に
深
刻
な
問
題
を
も
た
ら
す
か

に
つ
い
て
再
認
識
し
た
︒

 
公
職
選
挙
法
に
関
す
る  

 
注
意
喚
起

　

買
収
や
利
害
誘
導
︑
事
前
運

動
の
禁
止
︑
選
挙
妨
害
な
ど
︑

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
具
体

的
な
行
為
事
例
を
共
有
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
︑
民
主
主

義
の
根
幹
を
揺
る
が
す
重
大
な

違
反
で
あ
り
︑
厳
正
に
対
処
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
と
め

委　員　会　報　告

委員長   土釡  　清
議 会 運 営
委 員 会

議会議員は住民の信頼を

第一に考え常に公正で

透明性の高い政治活動を

行うことが重要

各委員会は、12月定例会までの閉会中に、
次の事項を調査します。

閉会中の所管事務調査事項

● 議会運営委員会　

● 議会広報編集委員会

12月定例会の運営について

議会広報の発行について

寄付のお礼

愛媛県鬼北町　山　下　冨喜恵   様

愛媛県鬼北町　松　本　君　惠   様

この度、次の方から「議会だより 四万十源流」に

対し寄付をいただきました。紙面をもってお礼と

ご報告を申し上げます。

委員会報告

四万十源流 No.133（12 ）



　

本
町
は
︑
平
成
12
年
に
森
林
づ

く
り
基
本
条
例
を
制
定
し
︑
本
町

が
目
指
す
森
林
づ
く
り
の
理
念
と

基
本
方
向
を
示
し
林
業
振
興
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
︒
今
後
さ
ら

に
脱
炭
素
事
業
を
推
進
す
る
等
︑

持
続
可
能
な
林
業
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
︑
過

疎
・
高
齢
化
が
進
み
︑
林
業
の
担

い
手
不
足
等
課
題
に
直
面
し
て
い

る
︒
林
業
の
活
性
化
に
よ
る
地
域

経
済
へ
の
貢
献
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
い
か
に
寄
与
す
る
か
を
深
く

掘
り
下
げ
︑
本
町
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
︑
将
来
に
わ
た
り
守
り
育

て
る
た
め
の
道
筋
を
探
り
︑
関
係

者
へ
の
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と

で
︑
林
業
の
現
状
・
課
題
把
握
に

よ
り
問
題
点
を
整
理
し
︑
課
題
解

決
に
資
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
︒

　

調
査
は
３
回
に
分
け
て
行
い
︑

１
回
目
は
梼
原
町
議
会
議
員
の
う

ち
林
業
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る

者
か
ら
町
の
林
業
の
仕
組
み
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
い
た
︒
そ
の
中

で
は
︑
本
町
に
お
け
る
木
材
流
通

の
し
く
み
と
し
て
︑
伐
採
︑
集
材
︑

運
材
︑
製
材
・
加
工
︑
出
荷
・
販

売
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
︑
基
礎
的
な
学
習
を
行
っ
た
︒

ま
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
現

る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
い
た
︒
現
在
︑
本
町
の
林
業

分
野
は
大
き
な
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
か
ら
も
︑
そ
こ
に
沿
う

形
で
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お

り
︑
行
政
内
部
に
お
い
て
も
意
思

疎
通
を
図
り
な
が
ら
方
針
を
決
定

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

本
町
で
は
時
代
と
と
も
に
林
業

に
対
し
て
の
施
策
方
針
を
打
ち
出

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
経
過

が
あ
り
︑
現
代
に
お
い
て
も
そ
の

点
に
お
い
て
は
変
わ
ら
ず
取
り
組

ま
れ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

取
組
み
を
し
て
も
な
お
︑
従
事
者

の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
︑
原
木

価
格
の
低
迷
な
ど
様
々
な
課
題
は

山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
︑
持

続
可
能
な
林
業
の
実
現
性
が
見
え

づ
ら
い
状
況
に
あ
る
︒
１
９
５
０

年
以
前
の﹁
植
樹
栄
郷
﹂︑
１
９
７
０

年
以
前
の﹁
町
土
全
山
緑
化
﹂と
い
っ

た
こ
れ
ま
で
の
施
策
展
開
に
よ
り
︑

現
在
の
森
林
は
本
町
の
大
き
な
財

産
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
︑
今

後
生
か
し
活
用
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
︒

　

今
回
︑
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り

を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑
改
め
て
本

町
の
地
域
課
題
を
再
認
識
し
︑
持

続
可
能
な
林
業
振
興
に
資
す
る
た

め
の
取
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ

て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
把
握
す

る
と
と
も
に
︑
そ
の
手
法
に
つ
い

ま
と
め

調
査
の
目
的

委　員　会　報　告

委員長  西川  豊正
ま ち づ く り
常 任 委 員 会

在
の
事
業
展
開
の
困
難
さ
な
ど
︑

林
業
家
な
ら
で
は
の
視
点
で
課
題

を
学
習
し
た
︒

　

２
回
目
は
梼
原
町
森
林
組
合
に

お
い
て
︑
代
表
理
事
組
合
長
の
森

山
真
二
氏
︑
事
業
部
長
の
中
越
正

知
氏
︑
加
工
課
長
の
田
尾
欣
三
氏
︑

森
林
整
備
課
長
の
森
山
学
氏
に
出

席
を
い
た
だ
き
︑
梼
原
町
森
林
組

合
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
い
た
︒

　

森
山
組
合
長
か
ら
は
︑
事
業
計

画
基
本
方
針
か
ら
事
業
別
経
営
状

況
ま
で
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
︑

そ
の
内
容
を
冷
静
に
ま
た
正
確
に

分
析
さ
れ
て
お
り
︑
課
題
に
対
す

る
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
も
説
明

を
受
け
た
︒
特
に
︑
原
木
や
製
品

市
況
の
下
落
に
よ
る
売
り
上
げ
及

び
事
業
量
の
減
少
︑
技
術
者
の
高

齢
化
や
住
宅
着
工
数
の
減
少
な
ど

の
影
響
に
よ
る
経
営
不
振
と
な

り
︑
経
営
改
革
検
討
委
員
会
を
行

い
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
の
説
明
を
受
け
た
︒

　

３
回
目
は
役
場
森
林
づ
く
り
脱

炭
素
推
進
課
の
上
田
課
長
に
出
席

を
求
め
︑
本
町
の
林
業
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
︒

　

内
容
と
し
て
は
︑
事
前
に
徴
収

し
た
各
議
員
か
ら
の
確
認
事
項
に

回
答
い
た
だ
く
と
と
も
に
︑
本
町

の
森
林
の
現
況
︑
木
質
ペ
レ
ッ
ト

供
給
の
見
通
し
と
現
状
︑
本
町
に

お
け
る
理
想
の
循
環
型
林
業
の

形
︑
今
後
の
森
林
づ
く
り
に
関
す

調
査
の
内
容

持続可能な林業振興のため

新たな森林づくりの

方針を打ち出し林産業の

発展に取り組むべし

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意

見
も
参
考
と
し
つ
つ
行
政
と
し
て

改
め
て
森
林
づ
く
り
の
方
針
を
打

ち
出
し
︑
林
産
業
と
し
て
発
展
す

る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
︒

　

以
上
︑
提
言
し
て
報
告
と
す
る
︒

構
成
委
員

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　

副
委
員
長　

藤
原　

 

伸

　

委　
　

員　

來
米 

豊
史

　

委　
　

員　

森
田 

呂
弥

　

委　
　

員　

下
元 

秀
俊

　

委　
　

員　

土
釜 　

清

　

委　
　

員　

市
川 

岩
亀

　

委　
　

員　

西
川 

慶
男第２回目の梼原町森林組合の聞取調査では、組合事務所において

森山組合長を始め幹部の皆さんから聞取り調査を行った

委員会報告
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議会懇談会

～今後に向けて～

　今回の懇談会でいただいた貴重な

ご意見は、今後のまちづくりを進め

る上で非常に重要です。

　議会議員一同、これらの課題に対

し、今後も執行部と協議しながら、

住民の皆様のご期待に応えられるよ

う努めてまいります。今後とも、皆

様のご協力とご提言をよろしくお願

いいたします。

４. 生活基盤の維持と安全・安心について

交通手段

高齢者の足の確保のため、デマンドタクシーの周知や試乗会など、移動手段の確保に関する課題が挙

げられました。

インフラ整備

* 道路 *：高刈りの未実施、道と歩道の境の木材の劣化、台風被害による旧道の通行止めなどが挙げら

れました。

* 水路・水田 *：耕地整備されていない田んぼの多さ、水路補修事業の不足などが課題です。

* 水道 *：断水時の代替策として、温泉の無料利用などの要望がありました。

生活環境

町内の雑貨店の閉店に対する不安や、ダンボール置き場の設置要望、ライフラインのメンテナンスへ

の懸念が寄せられました。

野生動物被害

サルの被害が深刻化しており、一斉捕獲できる罠の購入要望がありました。

集団検診制度

推進員制度の見直しや、人的仕組みの根本的な改善を求める声がありました。

高齢者・弱者への配慮

歩道の狭さや段差によるセニアカー利用者の転倒リスクへの懸念が示されました。

地域見守り

個人情報保護を理由とした情報共有の難しさが課題として挙げられました。

森林資源の活用

森林組合の製材・加工体制への懸念と、町産材活用への期待が寄せられました。

開催しました



議会懇談会
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　令和 7 年 6 月 26 日から 7 月 4 日にかけて、町内 6 会場にて議会懇談会を開催し

ました。今回の懇談会は、「少子高齢化による担い手不足」をテーマに、町が直面

する喫緊の課題について、住民の皆様からご意見や提言を伺うため、各区の区長さ

んのご協力のもと実施しました。日頃から町を支え、活動してくださっている皆様

からの貴重なご意見を、今後の議会活動に活かしていきます。いただいたご意見の

一部を、以下の通りご紹介します。

１. 人手不足・担い手不足について

町関連の役職・委員の担い手不足

町関連の役職や各種委員の選出が難しく、80 歳を超える方も部落代表を務めている現状です。

雇用・就労の課題

求人を出しても応募がない、人材育成してもすぐに辞めてしまうなど、企業の抱える課題が明らかに

なりました。また、町関連の雇用や集落活動支援員の給料が低く、人材確保が困難であることや「良

い仕事がない」という切実な声も聞かれました。

世代間ギャップ

地域活動に若い世代が参加しにくいことと、リタイア世代が地域を支えている現状のギャップが課題

として挙げられました。

２. 地域活動の維持について

一斉清掃の負担軽減

地域の行事や一斉清掃に人が集まらず、特に若

い世代の参加が少ないという声や、一人当たり

の負担が大きいため、実施日（特に日曜日や父

の日）の見直しを求める声がありました。

集落活動支援

集落活動センターの今後の運営や事業継承に対

する不安、そして行政による継続的な支援への

期待が寄せられました。

３. 移住定住の促進と定着について

移住者と若者の定住促進

これまでの取り組みは評価されつつも、移住後のフォロー体制や、定着に

向けた支援強化を求める声がありました。コーディネーターの負担軽減や

行政の介入の必要性、そして町外からの移住者だけでなく、町内の若者が

定住するための施策や仕事の確保の重要性が指摘されました。

関係人口の創出

いきなりの移住のハードルが高い現状から、観光客のロングバケーション

など、段階的な関係人口を増やす取り組みが重要であるというご意見があ

りました。

支援制度への不安

移住定住住宅の 10 年後の見直しに対する不安の声も聞かれました。

議会懇談会を少子高齢化に
よる

担い手不足



６
月

３
日  

警
察
官
友
の
会
総
会

４
日  

梼
原
町
開
発
振
興
計
画
審
議
会

10
日  

高
幡
食
品
衛
生
協
会
第
52
回
通
常
総
会

12
日  

魅
力
あ
る
梼
原
高
校
を
創
る
会
総
会

19
日  

畜
産
公
社
理
事
会
・
蓄
魂
祭

21
日  
梼
原
高
校
野
球
部
激
励
会

21
日  

ゆ
す
ゆ
す
健
康
維
持
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

25
日  

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

７
月

３
日  

梼
原
町
開
発
振
興
計
画
審
議
会

６
日  

梼
原
消
防
団
連
合
演
習

９
日  

国
道
１
９
７
号
線
・
４
３
９
号
線
期
成
同
盟
会

10
日  

高
幡
東
部
清
掃
組
合
議
会
７
月
定
例
会

10
日  

高
幡
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
７
月
定
例
会

11
日  

津
野
山
園
芸
販
売
拡
大
大
会

11
日  

東
京
雲
の
上
の
会

15
日  

移
動
土
木
事
務
所

31
日  

高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

８
月

１
日  

南
国
ミ
ロ
ク
暑
気
払
い

２
日  

久
万
高
原
町
納
涼
ま
つ
り

６
日  

梼
原
町
民
生
委
員
推
薦
会

15
日  

高
原
祭
り

15
日  

平
和
の
礎
に
感
謝
す
る
集
い

19
日  

梼
原
町
通
学
路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会

21
日  

し
ま
ん
と
流
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
総
会

22
日  

高
幡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

29
日  

町
村
議
会
議
長
研
修
会
及
び
県
政
に
対
す
る

　
　

  

意
見
交
換
会

29
日  

四
国
部
品
誘
致
町
連
絡
協
議
会

30
日  

み
ど
り
の
家
涼
み
の
集
い

議会運営委員会

6月定例会

6月定例会

第1回議員勉強会

議会懇談会（越知面）

議会懇談会（松原）

議会懇談会（四万川）

まちづくり常任委員会

議会懇談会（東区）

議会懇談会（初瀬区）

議会広報編集委員会

議会懇談会（西区）

議会広報編集委員会

まちづくり常任委員会（梼原町森林組合調査）

まちづくり常任委員会

議員懇談会の反省会

議員運営委員会

6月 3日

6月 9日

6月10日

6月26日

6月26日

6月27日

6月30日

7月 1日

7月 1日

7月 2日

7月 4日

7月 4日

7月 8日

7月15日

8月19日

8月19日

8月19日

用　　務月　日

ゆ
す

は
ら

町
議

会
だ

よ
り

1
3
3

第
号

発
 行
／

梼
原

町
議

会
　
高

知
県

高
岡

郡
梼

原
町

梼
原

1
4

4
4

-1
　

T
E

L
 0

8
8

9（
6

5
）1

1
1

8

編
 集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

　
印

刷
所
／

㈲
中

島
出

版

　

暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
少
し
ず

つ
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
に

皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
体
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

　

さ
て
、
９
月
補
正
予
算
審
議
を

中
心
と
し
た
定
例
会
も
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
部
で
一
般

質
問
が
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し

て
、
９
月
10

日
の
高
知
新
聞
に
厳

し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
く
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
、
責
任
を
持
っ

て
職
務
を
果
た
す
こ
と
が
第
一
で

あ
る
と
深
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

記
事
に
示
さ
れ
た
「
町
民
の
声
」

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議
会
活
動

の
あ
り
方
を
改
め
て
問
い
直
す
機

会
と
い
た
し
ま
す
。

　

議
員
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の
ま

ま
で
良
い
こ
と
、
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
こ
と
」
を
常
に
自
問
し
、

あ

と

が

き
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議会活動報告・あとがき

行
政
に
対
す
る
政
策
提
言
や
論
戦

を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
議

会
の
最
も
重
要
な
使
命
で
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
開
か
れ
た
、

活
発
な
議
会
を
目
指
し
、
議
員
一

同
、
よ
り
一
層
の
研
鑽
に
励
む
所

存
で
す
。
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
が
よ

り
良
く
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
考
え
、
よ
り
良
い
梼
原
へ
と

進
め
て
い
け
る
よ
う
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

　
　
　

土
釡　

清　

記

わたしたちはこんな議会活動をしています

令和７年6月から8月までの
会議、委員会

※本会議、委員会等、議長及び委員長が出席要請した活動のみ記載

議会の動き


